
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SSH20 年間の成果 



    

            

R2 春 R3 春 R4 春 R5 春 R6 春 

15 人 18 人 17 人 19 人 18 人 

 SSH20 年間の成果 

 

1年 2年 3年 4年 5年 6年

発想の飛躍

手法の飛躍

視点の飛躍

探究入門Ⅰ 探究入門Ⅱ 探究基礎 基盤探究Ⅰ 基盤探究Ⅱ
基盤探究Ⅲ
実践探究

科目名

共創型探究活動の段階 基礎期 充実期・飛躍期

育む資質・能力
（「飛躍知」）

カリキュラムの特徴 理数に偏らない基礎・基本の徹底
学問への興味・関心と学びへの意欲

の育成
高大接続を目指す先進的・総合的な

視野を持つ理数教育

学年

社会への飛躍
社会の諸問題に根差し，探究活動の社会的意義や

応用価値を理解する学び

授業からの飛躍 学習した内容を深く理解し，主体的に発展させる学び

領域からの飛躍
専門とする学問領域を超え，多領域にわたる視点から発想・考察をする学び

  

【総合型選抜】 
 大阪大学（1 名），神戸大学（1 名） 
 横浜市立大学（1 名），奈良女子大学（7 名） 
【学校推薦型選抜】 

京都大学（1 名），大阪大学（2 名）， 
神戸大学（1 名），筑波大学（1 名）， 
信州大学（1 名），愛媛大学（1 名）， 
大阪公立大学（1 名），名古屋工業大学（1 名） 

 
ISEF2010 にて、西田惇(当時 6 年

生)が「筋電位計測システムの開発

とその応用」で世界第 3 位を受賞し

た。現在はメリーランド大学助教。

2018 年「Forbes Japan10 月号」に

おいて、「世界を変える 30 歳未満

の 30 人の日本人」に選出された。 

第 15 回高校化学グランドコンテ

ストにて、熊谷充弘(当時 6年生)

が「食品鮮度の数値化-ミオグロビ

ンの酸化に伴う吸光度変化測定装

置の開発-」で文部科学大臣賞を受

賞した。現在は、大学に通いながら

ベンチャー企業を立ち上げ、新しい

イノベーションを目指している。 

教科授業における探究的な学び 

4 年「基盤探究Ⅰ」における協働

異学年合同での探究成果発表会 

PICASO 類型を選択し，「安土城研究

～歴史的建造物における数と象徴か

ら導く～」の研究を行った北慎之介。

安土城を工学的・数学的な観点から

分析したその成果は高く評価され、

学校推薦型選抜で東京大学文学部

に進学した。 

本校卒業後、名古屋大学医学部に

進学し、WHO ナミビア事務所で途上

国の保健システム改善プロセスに

携わる等、諸外国で医学教育を受

けた。現在は、ロンドン大学にて保

健システム・グローバルヘルス領域

の研究者として活躍している。 



大学 奈良女子大学、奈良教育大学、大阪大学、立命館大学、甲南大学、京都大学 など 

企業 大和ハウス工業、DMG 森精機、ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ、佐藤薬品工業、ﾚｽﾀｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ など 

行政機関等 奈良県庁、奈良市役所、橿原市昆虫館、東京動物園協会、奈良大宮ロータリークラブ など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 実施時期 訪問先・参加国 参加人数＊ 
ｻｲｴﾝｽ研究会海外研修 

（先進校での共同研修） 

H20 年 

〜R1 年 
アメリカ・韓国・ベトナム・タイ 4〜10 名 

ｻｲｴﾝｽ研究会海外研修 

（国際研究発表会） 

H28 年 

〜現在 

Thailand-Japan Student Science Fair 

Thailand-Japan Student ICT Fair 
5 名 

サイエンスキャンプ 

（日本開催） 

H22 年 

〜H26 年 

日本（県内他校生含）・韓国・台 

湾・シンガポールが参加（1 週間） 
30〜40 名 

教員研修 
H20 年 

〜H26 年 

フィンランド・韓国・台湾・シンガポー

ル 
2〜5 名 

さくらｻｲｴﾝｽｷｬﾝﾌﾟ 

（JST さくらｻｲｴﾝｽﾌﾟﾗﾝ） 

H28 年 

〜R3 年 

日本・韓国・台湾・ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ・ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ・タイ・インドが参加 
40 名 

高校生国際会議 

（Asian Youth Forum） 

H20 年 

～現在 

台湾・ベトナム・韓国・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・香

港・マレーシア・フィリピン 
5～25 名 

海外共同研究 
R1 年 

〜R5 年 

立命館中学・高校の SSH 科学技術人材育

成重点枠タイ共同研究研修 
2 名 

＊
参加人数の表記は，例えば「4～10 名」は最大 10 名最小で 4 名を示す 

     

 

 

 

 

 

  

 

 

内容 対象学年 実施時期 

大学教員等による先端科学技術に関する講演会 全学年 第Ⅰ期SSH指定以降(年 3回） 

ｲﾉﾍﾞｰﾀｰｷｬﾝﾌﾟ等の課題解決型ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(WS) 全学年 第Ⅲ期 SSH 指定以降 

国際サイエンスキャンプにおける WS 他（課題解

決型 WS と高大接続入試としての評価検討会） 

3〜5 年 平成 23 年度〜令和 3 年度 

(夏季休業期間の 1 週間) 

大学教員による大学での研究活動に関する講座

制授業 （アカデミック・ガイダンス） 

4〜6 年 第Ⅰ期 SSH 指定以降  

(夏季休業開けの短期集中期間) 

学校設定科目「コロキウム」での講座担当 5 年 第Ⅱ期 SSH 指定以降（通年） 

高大接続文理統合型探究プログラム（PICASO） 5, 6 年 第Ⅲ期 SSH 第 5 年次以降 

サイエンス研究会への指導助言（校内発表会等） 全学年 第Ⅰ期 SSH 指定以降（随時） 

 平成 27 年～ 

令和 3 年 
令和 5 年 令和 6 年 

採用実績 24 名 8 名 9 名 

学校別採用人数 全国 14 位 全国 3 位 全国 5 位 

R2 R3 R4 R5 R6 

未踏ジュニア(1) 

大阪大学 SEEDS(2) 

 

大阪大学 SEEDS(2) 

 

東京動物園協会(1) 

大阪大学 SEEDS(2) 

神戸大学 ROOT(1) 

東京動物園協会(1) 

大阪大学 SEEDS(2) 

神戸大学 ROOT(1) 

未踏ジュニア(1) 

東京動物園協会(1) 

大阪大学 SEEDS(1) 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ教育財団 

科研費(3) 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ教育財団 

科学教育振興助成

科研費(4) 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ教育財団 

科研費(4) 

 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ教育財団 

三菱みらい財団 

科研費(3) 

三菱みらい財団 

科研費(3) 

 

ｻｲｴﾝｽ研究会への指導助言 

奈良県庁と橿原市昆虫館 

Asian Youth Forum 2023 
ホスト校として開催(8校 60 名) 

Thailand-Japan Student Science 

Fair 海外共同研究の成果発表 

コロキウム産学連携講座 

大和ﾊｳｽ工業との共同開発 
PICASO 探究成果発表会 

奈良女子大学との協働 

課題解決型ｲﾉﾍﾞｰﾀｰｷｬﾝﾌﾟ 

DMG 森精機との共同実施 

R2 R3 R4 R5 R6 

ベトナム国家大学ハノイ校自然科 

学大学附属英才高校での共同実験 

SSH20 年間の成果 

未踏ｼﾞｭﾆｱに採択され

「みまもりコンパス」 

を開発する水野太陽 

東京動物園協会から

支援を受けてツバメ

研究を行う荻巣樹 

( )内の数字は採用人数を表す 

 

生
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教
員 


